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1 東南アジア研究センター人事

昭和42年 4月 1日付けをもって,岩村忍所長が所

長に再任された｡

同 4月 1日飯島茂助手が農学部助教授に昇任 し,

福井捷朗大学院学生(磨)が助手に任命された｡

同4月 2日から23日まで,および 6月23日から7

月 6日まで,岩村所長が外国出張のため,本間武教

授が所長事務代理に任命された｡

2 東南アジア研究センター管理

委員名簿

委 員 長 薬 学 部 長

副委員長 法 学 部 長

委 員 文 学 部 長
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3 東南アジア研究センター管理

委員会開催日および議題

昭和42年 5月23日

1 昭和41年度東南アジア研究センター委任経理

金決算書について

2 昭和42年度東南アジア研究センター委任経理

金予算書 (莱)について

昭和42年 6月22日

1 教官の人事について

4 東南アジア研究センター運営

委旦名簿

所 長 人文科学研究所教授 岩 村 忍

委 員 文学部教授 見 井 久之助

〝 教育学部教授

〝 法学部教授

〝 法学部教授

〝 理学部教授

〝 医学部教授

〝 医学部教授

〝 医学部教授

〝 薬学部教授

委 員 工学部教授
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〝 農学部数侵

〝 農学部教技

〝 教養部数侵
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l 昭和42年度予算案について

2 研究担当数日について

昭和42年 5月 8Tl

l 教Jl加 )人事 について
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;'i .持 ン 冊 粧 ｣ (5月 11Iと亡1)

8 東南アジア研究センターバ ン
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東 南アジア地町 二おける数百内容

東 南アジアJ)近代化と数日uj役割

東南アジア,J)近代 化と数台Jj役割

lJ･_ 東南ア ジア諸巨位〕比較し口内研究
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徳右郎 1頼､?,-17 ジア諸国家 にお守る政治射縄 と政治過程
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小 沢
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小 野 尊 睦

岡 田 誠太郎

笠 原 嘉

天 野 義 彦

井 上 博 之

木 島 正 夫

秦 浩 之

滝 本 清

吉 住 永三郎

向 井 滋

松 尾 新一郎

森 山 徐一郎

鈴 鹿 恒 茂

入 江 恒 爾

港 種 雄

河 野 伊一郎

日下部 吉 彦

中 広 吉 孝

川 口 桂三郎

栗 原 正 信

赤 井 重 恭

上 坂 章 次

井 哲 夫

東南アジア諸国の比較法的研究

東南アジア諸国の政治思想の研究

東南アジア諸国家における政治組織 と政治過程

東南アジア諸国の比較法的研究

同 上

東南アジア諸国家における政治組織と政治過程

同 上

東南アジア諸国の比較法的研究

東南アジアにおける国際関係

東南アジア諸国の比較法的研究

東南アジア経済近代化の阻害条件

東南アジアの植物の研究

東南アジア地域における地震および地殻変動の研究

東南アジアの火山および地震の研究

東南アジアの植物相の研究

東南アジアにおける陸水の研究

東南アジアのシダ植物相の研究

東南アジアの飲料水中弗素量と斑状歯発症

東南アジアにおける先天異常の研究

東南アジアにおけるらいの研究

タイ国における精神障害者の精神医学的調査

東南アジア地区における口腔がんの疫学的研究

東南アジアにおけるらいの研究

タイ国における精神障害者の精神医学的一般調査

東南アジアの飲料水中弗素量と瑳E状歯発症

医薬資源 としての東南アジアの植物の研究

東南アジアにおける薬用植物,生薬の調査研究

同 上

東南アジアにおける酸性火成岩に伴 う鉱床

東南アジアにおける地下資源の探査

東南アジアにおける鉱産資源の選鉱に関する研究

タイ国における土質,地下水に関する研究

東南アジアの非鉄金属 ･希有金属資源ならびに製鉄

東南アジアにおける酸性火成岩に伴う鉱陳の研究

東南アジアにおける地下資源の探査

東南アジアにおける酸性火成岩に伴 う鉱床の研究

タイ国における土質,地下水に関する研究

東南アジアにおける酸性火成岩に伴 う鉱床の研究

束南アジアにおける鉱産資源の選鉱に閑する研究

東南アジアの水田土壌

タイ国に適応せる農業簿記様式の研究

東南アジアにおける作物の病害に関する研究

東南アジアにおける飼料中の微量元素含量の分布

魚毒性成分含有植物の探索 とその成分の化学研究
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研 究 題

東南アジアの自然環境の研究

東南アジアの稲見柿の種plF.態学的研究

東南アジアにおける稲作に関する研究

東南アジア地域における家畜の生/rf性に闇する調査

東南アジアにおける農業水利施設の研究

- 東南アジアにおける土地水質源 と農業開発

浩 南方材のきず(欠点)の組織構造に調する調査研究

- 東南アジアの水稲の栄養生理

介 簿記調査に基づ くタイ国農業経営の研究

猛 東南アジアにおける土地利用計画

武 東南アジア地域の小麦の研究

夫 東南アジアの自然環境の研究

次 タイ匡トに適応せ る農業簿記様式の研究

三 東南アジアにおける生果物の生産調査

勲
耳

東南アジアデルタの塩害 コン トロールに関する研究

簿記調査に基づ くタイ田農業経営の研究

郎 東南アジアの水田土壌

畏 簿記調査に払づ くタイ国農業経営の研究

浩 南方材のきず(欠点)の組織構造に関する調査研究

員太郎 東南アジアにおける農地開発計画

茂 幸東南アジアにおける農村社会の研究

魚毒性成分含有植物の搾索 とその成分の化学研究

東南アジアの水田土壌

迂 治 東南アジア水団土壌中の窒素固定性徴生物の探J,+,;

和 彦 =東南アジアの自然環境C/j研究

能 宏 ･東南アジアにおける土地水資源 と′農業開発

久 雄 ･東南アジアの水田土壌

千.渡 透 弘 之 .東南アジアの自然環境の研究

授

授

授

授

授

授

授
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授
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数

教

教

教

柴 L[1 実 .東南アジアの稲米儀礼

山 下 孝 介

藤 岡 謙二郎

久 米 直 之

吉 井 良 三

大 浦 幸 男

西 村 瞳 男

南方栽培植物の特性 とその導入に闇する研究

東 南アジアの歴史地理学的,都市地理学的研究

南方植物の発隼生理

東南アジアのプアウナ

東南アジアにおける外国語教育

東南アジアの経済地理的研究

平 野 実 陸水産藻類の植物分類学的,植物地理学的研究

安 藤 昭 一 東南アジア諸岡における外国語教育

尼 崎 雄二郎 東南アジアにおける中国諸方言の研究

水 渡 英 二 東南アジアにおけるゴム加工の調査研究

日比野 丈 夫 マラヤの華僑調査

凹

越

毛

吉

船

石

光 邦 マラヤの村落調査

昭 二生 マラヤの17回恋調査 .

直 道 西イ リアンの人類学的研究
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結核胸部疾患研
究所

木 材 研 究 所

食糧科学研究所

防 災 研 究 所

ウイルス研究所
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職 名 氏 名 研 究 題 目

教 授 長 石 忠 三 j東南アジアにおける結核の現状調査 と結核外科の指導

教 授 内 藤 益 -

助 教 授 ㌻寺 松 孝

助 教 授 と前 川 暢 夫

東南アジアにおける結核の疫学ならびに化学療法

東南アジアにおける結核の現状調査 と結核外科の指導

東南アジアにおける結核の疫学ならびに化学療法
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教

助

助

助

助

助

助

助

助

助

助

助

教

教

助

授

授

授

手

教

教

教

久

居

島

田

村

本

谷

木

藤

々

満

北

貴

山

木

西

角

佐

佐

崇 麿

弘一郎

恒 夫

TF_

艮

孝

和

秦 忠

葛 西 善三

岩 井 和

矢 野 勝

石 崎 i発

石 原 安

山 口 貫

角 屋

吹

男

光

悦

夫

郎

夫

正
雄

雄

1

陸

若 林 実

田

井

口
川

田

中

芦

南

樋

中

光

野

和 男

良一郎

明 生

南方材の調査および研究

同 上同 上同 上同 上同 上同 上同 上同 上

東南アジアにおける食糧資源の開発 と利用

同 上

同 上

東南アジアにおける水災害に関する調査研究

東南アジアにおける構造物の暴風災害に関する研究

束南アジアにおける水災害に関する調査研究

東南アジアの地盤地質 と地すべり地の分布型の研究

東南アジアにおける水災害に関する調査研究

東南アジアにおける構造物の風害 と震害に関する研究

東南アジアにおける水災害に関する調査研究

束南アジアにおける構造物 と地盤の震害調査

東南アジアにおける水災害に関する調査研究

博 次 ⊆ 同 上

寧

泰二郎

次

志

豊

秋

雄

正

千

田

尾

上

井

高

長

井

松

有

雄

彦

昇

7
重

篤

尊

清

幸

木

内

谷

木

上

鈴

竹

古

来

松

井

手

手

手

授

授

授教

東南アジアにおける構造物の暴風災害に関する研究

東南アジアにおける構造物の風害 と定吉に関する研究

東南アジアの地盤地質と地すべ り地の分布型の研究

東南アジアにおける水災害に関する調査研究

東南アジアにおける構造物と地盤の震害調査

東南アジアにおける構造物の風害 と震害に関する研究

東南アジアにおける構造物 と地盤の震害調査

東南アジアの地盤地質と地すべ り地の分布型の研究

同 上

東南アジアにおける熱帯ウイルス病の研究調査

狂犬病街上毒ウイルスの収集

東南アジアにおけるアルボウイルス感染症の研究
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藁 報

10 東 南 ア ジ ア 研 究 セ ン タ ー 学 外 研 究 参 加 者 名 簿

所 属 職 名 氏 名 研 究 題

東京大学
東洋文化研究所 講 師 築 鳥 謙 三 マ レー人村落の 自治体制 と人倫意識

東京医科歯科大学
教養 縛

富 山 大 学 薬 学 部

信 州 大 学 農 学 部

〝 教 養 部

/(,古 屋 大 学医学部

大 阪 大 学 文 学 部

大 阪 外 国 語 大 学

′′

//

神 戸 大 学 教育学部

奈 良 教 育 大 学

鳥 取 大 学 農 学 部

岡山大学
農業生物研究所

広 島 大 学 教育学部

山 口 大 学 教育学部

JL州 大 学 教育学部

長 崎 大 学 教 養 部

京都府立大学農学部

〝 教養課程

大阪市立大学法学部

兵 庫 農 科 大 学

東 北 薬 科 大 学

東 両 大 学 文 学 部

助 教 授 今 正 源太良 東南アジアにおける森林土壌動物

教 授 ･木 村 康 一 東南アジアにおける薬用植物

助 教 授 菅 誠 熱帯林の生態学的研究

助 教 授 .清 水 建 美 タイ回の石灰岩植物

教 授 .･甲 田 和 衛 イン ド,東南アジアにおける婚姻規制

講 師 ･大 野 徹 ビルマ系諸言語の記述的雅史的研究

講 師 :矢 野 暢 タイ矧 南部の村落社会の変動

l

講 師 崎 山 理 イン ドネシアの言語

教 授 ･高 木 太 郎 東南アジアにおける教育制度

助 教 授 :北 川 尚 更 東南アジアの苔類

教 授 !渡 部 忠 世 東南アジアにおける水稲栽培の作物学的研究

教 授 小 林 純 東南アジアの河川の化学的研究教 授

講 師

石 堂 豊 東南アジアにおける社会教育と教育亨狛有

高 木 英 明 東南アジアにおける数百制斑

助 教 授 綾 部 恒 雛 東南アジアにおける教育文 化の比校研究

講 師 中 野 秀 一郎 東南アジア諸国における社会構造

助 教 授 服 部 共 生 東南アジアの水田土壌の鉱物学的研究

講 師 水 野 浩 一 タイ関東北部の村落社会の変動

教 授 神 谷 不 二 東南アジアとくにイン ドネシアにおける政軍闇係

教 授

教 接
佐 藤 ノY: 東南アジアにおける畑作の栽培学的研究

高 橋 三 堆 フ ィリピンとタイの薬用資源の化学的研究

文学部長

(宕誉教Tii):足 利 惇 氏 東南アジアにおけるイン ド的酎

" 講 師 酒 井 敏 明 東南アジアの人文地理

早稲田大学
社会科学研究所

講 師 増 IU 与 イン ドネシア草糾七史の理論構造

｢射娯 基 督 教 大 学 教 技 Newweillll･iam H. マラヤの- 人社会の研究

花 園 大 学 仏教学部 ･教 授 藤 吉 慈 海 東南アジアの仏教教団

竜 谷 大 学 文 学 部 助 教 授 口 羽 益 生 マラヤとイン ドネシアの社会構造

京 都 薬 科 大 学 鳥肯 師 布 藤 昌 一 タイ国における生薬原植物の採集および研究

京都女子大学文学部 教 授 藤 頂 利一郎 東南アジアにおける華僑発達史

教養部昆

京 都産業大学教養部 (宕誉教歪)･上

" 経営学部

橘 女 子 大 学

関 西 大 学 文 学 部

〝 二工学 部

教
貢
名

教

教

教

(
授

弘一郎 東南アジアにおける竹林の生態学的研究

蔵

浴

次

郎
■

保

勝

敬

江

本

本日

掘

岩

藤

谷

R

ut

大
授

授

侵

授

教誉
東南アジアの経済的近代化要tljd

イン ドネシアの厘史と文化

マ ラヤJ_)イスラム社会

東南アジアL/j地下資源の調査研究
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追 手 門 学 院 大 学 !教 授 :LLT 口 三 郎

天 理 大 学 文 学 部 ;教 授 :中 村 孝 志

京 大

名誉教授

東南アジアの教育制度の比較研究

東南アジア近代化の比較史的研究

南方華僑史

マラヤ村落における華僑

国 立 科 学 博 物 館 .文部技官;上 野 俊 一

日､･l
天 理 よ ろ ず相談所 ｢肺外科部長 本 利 雄

タイ関におけるらいの臨床的病理学的調査研究

タイ ･マラヤの好温性昆虫相の研究

タイ ･マラヤの種子植物の分類地理学的研究

東南アジアにおける肺 ･心臓外科の現状調査

マレー人社会の文化人類学的研究

11 東南アジア研究センター昭和42年度現地調査計画

区 分 氏 名 所 属

自 然 科 学 部

SpecialProject

1. 農業生産班 福井 捷朗 東南ア研 ･助手

2. 生 物 班 芦 田 譲治 理 ･教授

平野 実 教養 ･教授

rLl川 基二 理 ･助教授

北 川 尚史 奈良教育大 ･助教

授

岩槻 邦男 理 ･助手

小山 博滋 国立科学博物館 ･
技官

清水 建美 信州大 ･教養 ･助

教授

福間 誠行 理 ･調査補助員

224

題 目 日 程 地 区

水稲の植物栄養学 42.4.18 タイ,マレーシア
的研究 ～10.17 インドネシア,カ

ンボジア,香港

タイ ･マレーシア 42.7.31 シンガポール,マ
生物相の調査 ～ 8.29 レーシア,タイ

〝 42.7.31 〝

～ 9.18
〝 42.7.31 〝

～11.7

〝 42.8.10 〝

～11.7

〝 42.7.31 〝

～11.17

〝 42.8.10 タイ
～10.3

p 42.7.31 シンガポール,マ
へ′9.18 レ-シア,タイ

〝 42.8.10 〝

～11.7

〝 42.8.10 〝

-ll.17
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12 東南アジア農業技術シンポジウム

記事

京都大学東南アジア研究センタ-,J)主催によ冊1+,tミ

記シンポジウムが F記の通 り開催されたo

l. 日時 昭和42年 6月2射 1(土),25-I(圧)

2. 場所 京都比叡山ホテル

3. 趣旨 京都大学東南アジア研究センターより現

地調査のため派遣 した者を 日本とL, ニ/jL

l二学内および学外の有識者をl]ilえろO シン

ポジウムtjj目標を近い将来における東南ア

ジアの農業開発,農業技術改良にお く｡

4. 日程

第 1日 6月24H (卜)

開会U)辞 13:30

A 卜嬢 .肥料 13:40-15:00

座 長 :川口律三郎(京大農学部教侵)

スピーカー :川FI樟三郎

高橋 英一-(京大農学部教授)

コメンター :安尼 話元(海外技術協力~開 )

渡部 忠世(鳥取人農学部数接)

佐藤 孝(兵庫農科人教授)

り摘 共FE-(豪農肝大農学馳 )

久馬 一･剛(京大農学部助手)

小杯 遁治(京大農学部助手)

B 作物 15:20-18:00

種 長 :長谷川 清(京大農学部教授)

スピ-カー ･'佐藤 孝

渡部 忠世

赤井 重恭(京大農学部数侵)

コメンター :小林 章(京大農学部長)

石倉 秀次牒 絞 詐 術会議)

飯島 茂(京大農学部助教侵)

高村 泰雄(京大農学部助手)

C 休業 19:00-21:00

座 長 :凹手井綱英(京大農学部教緩)

スピ-カー :用手杵綱英

郁 日 成 橿 大木材研究所教)

- 225 -

戟

コメンター :一川 弘 凋 (鯉 鷺撃 要 掛

入 谷 磁(詣 酢 灘 式会社)

堤 利夫(京大農学部助教授)

第 2日 6月25日 (日)

D 水利 8:30-10:45

咋 長 :沢田 敏黒(京大農学部教侵)

スヒ-カ- :沢目l l'Ij/itリl

コメンウ- ‥釦 ~‖ 健策僕 林省農地局馴 )̀

須藤良太郎(芳林省農地局設t.AF')

西｢1 猛(京大農学部教接)

南 勲(京大農学部助教技)

海田 能宏(京大農学部助手)

E 吾咋 10:55-12:20

座 長 二西川 義正 (京大農学部教授)

スビー カー :西川 義Il:_

コメ ン ター ‥牧野 忠夫 惰 絹 難 慧済局)

佐藤 孝

F 技術協力 ･総括 13:20-17:30

スヒ～ カー ･.相 成接 空禦 三姦訓

コメ ン ター :恩 H, 請 (急難 経済協力局 )

安 尾 L上二元

農林水産
会長,ア
研究所長

Ib

-
h
'

議
済

会
経

的
了

抜
ジ

大 ｡ 元瑚 舘 野 摘 力事業 )

石 倉 秀次

牧 野 忠夫

官 両平八郎 掻 欝 大学学術局 )

斉 藤 一･夫

側会U)砕 17:30

アジア経済研究所
東南アジア第二調

査室長

225
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13 東 南 ア ジ ア研 究 セ ン タ ー研 究 例 会 記 事

第120回 昭和42年 4月20日

酉占 貢 (京大医学部教授)

笠原 嘉 (京大医学部講師)

加藤 清 (京大医学部助教授)

座長 :村上 仁 (京大医学部教授)

第121回 昭和42年 4月27円

久馬 --･剛 (京大農学部助手)

服部 共生 (京都府立大学助教授)

川口梓三郎 (京大農学部教授)

座長 :高橋 英一 (京大農学部教授)

第122回 昭和42年 5月22日

石井 米堆 (京大東南アジア研究

センター助教授)

溜池 良夫 (京大法学部教授)

川又 艮也 (京大法学部教授)

座長 :中田 淳一 (京大法学部教授)

第123回 昭和42年 5月2511

三谷 恭之 (京大研修員)

｢アグラのらい研究センターの活動｣

｢タイ同における精神医学事情｣

｢束パキスタンの水LL]土壌- 現地調査結果- ｣

｢地形と土壌と水稲の収量- 北タイにおける- ｣

｢日本人専門家による東南アジアの稲作の土壌と肥料とに関す
る研究｣

｢インドネシアにおける現地調査について｣

｢東南アジア諸因における法律事情と司法制度｣

｢北部タイにおけるモン ･クメール系言語一一一一ラワ語を中心と
して… ｣

座長 :長井久之助 (京大文学部教授)

第124回 昭和42年 5月29H

J･S･G･Wilson(英国 Hull大学教授) ｢東南アジアの経済｣

魔長 :岩村 忍 (京大東南アジア研究センター所長)

第125回 昭和42年 6月 8日

佐川弥之助 (京大結核胸部疾患研

究所講師)

寺松 孝 (京大結核胸部疾患研

究所助教授)

｢タイ岡における肺結核の肺機能障害について｣

｢東南アジア特にタイ国における日本の医療協力のあり方につ
いて｣

座長 :東 昇 (京大ウイルス研究所教授)

第126回 昭和42年 6月22[｣

梅田 能宏 (京大農学部助手)

福井 捷朗 (京大東南アジア研究

センター助手)

(代講)高橋 英一 (京大農学部教授)

座長 :川口杵三郎 (京大農学部教授)

第127回 昭和42年 6月30｢l

矢野 暢 (大阪外国語大学講師)

座長 :猶木 Ll:_Jl章 (京大法学部教授)

226

｢タイ,マレーシアのかんがい排水事業

｢タイ中央平野部における水稲施肥試験について｣

｢タイ閏,ベ トナムを訪ねて｣



iT･1J H

昭和42年 4Hllrt

昭和42年 4月14日

昭和42年 4｢j15日

昭 和42年 4日17日

昭和42年 5月15H

昭和42年 5)]29日

昭和42年 6月 〔‖I

昭 和42年 6Jl13日

昭和42年 61113｢l

昭和42年 6月13日

昭 和42年 6日19日

昭和42年 6月22H

昭 和42年 6月25日

昭和42年 6日28Fl

果 報

14 国 外 か ら の 訪 問 者

氏

Dr･GeorgeR･Pappas,ResearchAnalysisCorporation,McLean,Virginia
U.S.A.

Dr･BernhardGrossmann,Director,InstitutfuerAsienkunde,Hamburg
F･R･Germany

Dr･RichardA･Card,ReglOnalAffairsO臨cer,AmericanConsulateGe-
neral,HongKong

Prof･CharlesA.Fisher,DepartmentofGeography,SchoolofOriental

andAfricanStudies,UniversityofLondon,England

Mr･DouglasK.Hayward,VicePresident,hternationalAssistanceCorps
PaloAlto,California,U.S.A.

Prof.JohnStuartGladstoneWilson,Chairman,theAcademicCommittee

扉 theCenterforSouthEastAsianStudies,UniversityofHull,England

Prof･MariusB.Jansen,Director,EastAsianStudiesProgram,Princeton

University,Princeton,N.I.,U.S.A.

Mr.W.D.C.Hahatantila,Secretary,VidvalankaraUniversity,Kelaniya
Ceylon

Dr.FredericK.Lehman,Associate Professor,DepartmentofAnthro-

pology,UniversityofIllinois,Urbana,Ill.,U.S.A.

Mr･SulakSivaraksa,SocialSciencePress,Bangkok,Thailand

Prof･CharlesE･Keyes,DepartmentofAnthropology,UniversityofWa-

shington,Seattle,Washington,U･S.A･

Prof.JohnF.Cady,OhioUniversity,Athens,Ohio,U.S.A.

Mr･RobertA･Hackenberg,AssociateProfessor,DepartmentofAnthro-

pology,UniversityofColorado,U.S.A･

Dr･DanteGermino,StaffMember,University DevelopmentProgram,

theRockefellerFoundation,QuezonCity,thePhilippines

15 関 係 者 往 来

出 発 帰 国

岩 村 忍(京大 ･東南ア研 ･所長)

宿 )ト 捷 朗 (京大 ･東南ア研 ･助 手)

石 井 米 椎(京大 ･東南 ア研 ･助教侵)

高 田 能 宏(京大 ･大学院 ･農)

高 谷 好 一･(京大 ･ト 研究隼)

君 村 忍(京大 ･東南ア研 ･所長)
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リピン,中華民国, カ ン

ボジア, シンガポール
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